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【 手 続 補 正 ２ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 表 １ に 示 す 供 試 材 Ａ ～ Ｇ は 本 発 明 例 、 Ｈ ～ は 発 明 範 囲 外 の 比 較 例 で あ る 。 Ａ ～ Ｇ は 、
加 工 性 お よ び 溶 接 性 に 優 れ 、 鋼 材 肉 厚 中 央 部 と フ ラ イ ス 加 工 や そ の 後 の 溶 接 熱 サ イ ク ル に
よ り 表 層 部 に ビ ッ カ ー ス 硬 さ の 差 が ５ ０ 以 上 の 硬 化 層 が あ る 場 合 で も 、 Ｓ Ｃ Ｃ 発 生 は 認 め
ら れ な か っ た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 一 方 、 Ｈ ～ Ｋ で は 加 工 性 お よ び 溶 接 性 に は 優 れ て い た が 、 Ｈ Ａ Ｚ 以 外 の フ ラ イ ス 加 工 に
よ る 硬 化 部 ま た は Ｈ Ａ Ｚ の 内 面 硬 化 層 は 、 全 て 肉 厚 中 央 部 よ り ビ ッ カ ー ス 硬 度 差 が ５ ０ 以
上 で あ り 、 Ｓ Ｃ Ｃ が 発 生 し た 。 な お 、 記 載 し た よ う に 、 表 面
硬 化 層 を 形 成 せ ず ビ ッ カ ー ス 硬 度 差 が ５ ０ 以 下 の 試 験 材 で は Ｓ Ｃ Ｃ は 発 生 し な か っ
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Ｋ

Ｉ － １ の 下 欄 に Ｉ － ２ と し て
た 。
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